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成 果 の 概 要 ／ 西 下    智 
 
【研究集会の概要】 

2014 年 7 月 15 日から 18 日にかけて，イタリア・ローマで行われた第 20 回国際電気生

理学・運動学学会（以下，ISEK2014）に参加し，ポスター発表を行った．ISEK はバイオメ

カニクス，神経生理学，リハビリテーション，人間工学，臨床，体育など筋電図および身体運

動学に関する基礎研究から臨床応用の幅広い分野を網羅する学会である． 
 

【研究成果の発表】 
私は「棘下筋の効果的なストレッチ方法の検討 ―せん断波エラストグラフィーを用いて

―」と題して発表した．肩関節周囲炎，投球障害肩などに発生する腱板機能不全では棘下筋，

小円筋の柔軟性低下が問題となる．柔軟性向上にはストレッチング（ストレッチ）が効果的だ

が，棘下筋に対する効果的なストレッチ方法についての研究は極めて少ない．先行研究では棘

下筋のストレッチについての定量的な検証を行い肩関節伸展位での内旋が効果的なストレッ

チ方法であるとしているが，これは新鮮遺体の上肢帯を用いた研究であり，臨床応用を考える

と生体での検証が必要である．これまで生体における個別のストレッチ方法を確立できなかっ

た理由の一つに，個別の筋の伸張の程度を定量的に評価する方法が無かったことが挙げられる．

近年開発された超音波診断装置のせん断波エラストグラフィー機能を用いることで，計測した

筋の伸張の程度の指標となる弾性率を求める事が可能になった．そこで今回我々はせん断波エ

ラストグラフィー機能によって計測される弾性率を指標に，効果的な棘下筋のストレッチ方法

を明らかにすることを目的に複数の肢位でのストレッチ効果を比較した．今回の結果から，生

体において肩関節の伸展・内旋のストレッチが効果的であることを明らかにした．本研究によ

って得られた知見を 7 月 16 日 11 時から 12 時のポスターセッションでの発表を行った． 
 
【本学会参加による成果】 
・自身の研究発表以外の成果 
 私の研究では新しい機器（超音波診断装置のせん断波エラストグラフィー機能）を用いてい

るが，その機器を用いた国内の研究者の数はまだ少なく，国内の研究発表では質問はあっても

方法論を議論や相談できる研究者は少ない．本国際学会では同機器を使用した研究も複数発表

されており大変参考になった．また，その分野の権威の研究者が現在の成果と今後の展望につ

いて講演されており，自身の研究での使用方法や今後の新規の研究での使用方法など新たな視

点を加える事ができた． 
 
 
・自身の研究発表に関する成果 

本学会の発表は発表時間に訪れる質問者に答える形式で，特別な発表を求められることは無

かった．質問者とのディスカッションを終えたのは 12 時 40 分，発表時間を 40 分も超過する

反響であった．質問者は計 13 名，うち約半数は日本人であった．日本人に対する発表は日本

語で行い，深い議論やアドバイスを頂戴する事もあったが，英語での発表では研究内容の説明



に時間を費やし，深い議論に至らなかった．本研究の権威の研究者がわざわざ足を運んでくれ

たが，簡単な質問に答える程度のやりとりしかできなかったことを今でもとても残念に思って

いる．研究の質だけでなく，英語力の向上も現在の課題であることが今回明確になった． 
今回の学会には研究者のみならず，世界各国のセラピストも参加しており，質問に訪れた数

名のセラピストに現場で行っている棘下筋のストレッチ方法を聞くことができた．本研究の推

奨するストレッチ方法を行っているセラピストは 1 名もいなかったが，「本研究の推奨する方

法を臨床現場でも試してみる」との声も頂いた．13 名中 3 名の研究者から「同じ棘下筋の部

位別での弾性率の違い」について問われた，つまり，同じ棘下筋の中でも遠位と近位を比較す

るとストレッチ効果が異なるのではないかという指摘であったが，今回は計測していなかった

が，今後はその点も考慮して追試を行っていきたいと思う．多くの研究者，臨床家に本研究に

興味を持っていただき，今後の研究の必要性を強く実感できた学会であった． 
国内の学会に比べ国際学会ではディスカッションの量が多く，発表することによって得られ

る有意義な情報も多く，とても貴重な経験となった．今後はより一層，研究の質と英語力の向

上に精進したい． 
 

【謝辞】 
最後に，本研究発表を行うにあたり，助成を賜りました京都大学教育研究振興財団に心より

感謝申し上げます． 
 
 
 
 
 
 
 
 


